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1．背景 

 近年，教育方法の改善・向上を目的とした組

織的な取り組み（FD）が行われている．その取

り組みの 1 つとして情報通信技術（ICT）の活用

やアンケートなどを使用した学生の授業評価な

どが行われている． 

 ICT ツールとしてクリッカーと呼ばれるものが

注目を集めている．一方，クリッカーには導入

時に初期費用が発生すること[1]や授業ごとにリ

モコンを配布・回収するために時間がかかると

いう問題点が指摘されている． 

本文では，PC 教室での使用を前提としたクリ

ッカー機能（以降，PC クリッカー）の Java プロ

グラムによる実装方法について述べる．ソフト

ウェアで対処できることから，クリッカーの問

題点を解決することができた． 

 

2. クリッカーについて 
 クリッカーとはクレジットカード大の大きさ

のリモコンで，出題者が出す質問に対して回答

者が回答することができるシステムである．る．

回答者の回答は出題者の PC にて即時集計され，

プロジェクタ等に提示することができる．これ

を教育分野でも利用することにより，教員が適

宜学生の理解度を把握しながら授業を進めるこ

とができるだけでなく，学生の授業への参加意

識が高まるなどの効果も期待されている． 

2.１ クリッカーの利点 

クリッカーの利点としてはまず匿名性があげ

られる．スクリーンに表示されるのは集計結果

のみであるため学生は通常の授業と違い積極的

に授業に参加することができる． 

2 つ目の利点は定期的に授業内で問題を出すこ

とにより学生の授業への集中効率を向上させる

ことができる． 

また教師は学生の授業への理解度をリアルタ

イムで把握することができ，正答率が低かった

箇所をその場で詳細に説明するなどができる[1]． 

 

 

 

 

 
2.2  クリッカーの問題点 

 クリッカーの問題点としては，受講者分のリ

モコンを購入することが必要になり多大な初期

費用がかかること，リモコンを配布・回収する

時間がかかることが挙げられる．リモコンの機

能としては，ボタンを押すことしかできないた

め，文章で回答する問題を出すことができない．

その他にも機材のトラブルなどで生徒は確実に

回答を送信できたか不安を抱いてしまう可能性

が想定できる． 

 

３. PC クリッカーの構成 
 本研究で開発した PC クリッカーは，Java で実

装され，PC 教室の PC で動作させるため，初期費

用，リモコンの配布・回収に関する問題に対す

る解決策を提供している．さらに，ボタン押下

によるアンケートへの回答に加え，テキストで

の回答を可能にしている． 

 東京工芸大学の PC 教室では学生用 PC の間に

教員 PC の画面を写せるサブモニターを設置して

いる．そのため学生用 PC にクリッカーのリモコ

ンの機能を持ったアプリケーションを実装し，

教員 PC に学生用 PC からの送信されてきた投票

結果を集計・グラフとして表示する機能を持た

せたサーバーの機能を持ったアプリケーション

を実装すれば容易にアンケートを行うことがで

きると考え，企画した．図 1 に，PC クリッカー

のシステム構成を示す． 

 

 
図 1 PC クリッカーのシステム構成 
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 クライアント・サーバー間の通信方法として

は web サーバーとブラウザの用いることが一般

的であるが，この方法では，学生はブラウザを

起動し，web ページの URL を指定する必要がある

こと，教員側は web サーバーを設置する必要が

あり運用が煩雑になる． 

 本研究では LAN 通信機能を用いることによっ

てブラウザの起動や web サーバーの設置を不要

とする構成にした．開発言語としては移植性・

拡張性に優れる Java 言語を使用した． 

 

４. PC クリッカーの実装 

4.1 クライアントの実装 

PC クリッカーでは，サーバー側の IP アドレス

を指定してクライアントプログラムを起動する

だけで図 2 に示した画面が表示され，この時点

でアンケートに回答することができる． 

 

 
図 2 クライアント画面の構成 

 
回答者はそれぞれの番号が書かれているボタ

ンを押すことによって回答データがサーバーに

送信され集計される．また，クリッカーでは回

答することのできなかった文章での回答もテキ

ストエリアを設けることによって回答すること

を可能とした． 
4.2 サーバーの実装 

図 3 にサーバー側のアンケート集計画面を示す． 

 

 
図 3 サーバー側のアンケート集計画面 

 

PC クリッカーの特徴として，アンケート項目

に複数回（パラメータとして設定可能）投票で

きる機能を備えている．これにより，０か１か

の投票ではなく，アンケート項目に対する確信

度（１から３）に応じた投票することができる． 

 

５．PC クリッカーの運用（実験結果） 
 図４は，アンケートを実施している演習室の

様子である．学生は，写真左下の画面を使って，

PC クリッカーのクライアントを起動し，アンケ

ートを実施している．その一つ右が教員用 PC の

画面を表示しているモニターである．なお，教

員用 PC の画面は，写真の上部の大型スクリーン

にも投影されている． 

 

 
図４ アンケート実施中の演習室の様子 

 

一連の講義が終わった後に，アンケートを実

施する．図 5 は授業で扱った項目に対し「理解

できた」度合いを集計するためのアンケートの

一例である．なお，同じ項目に対し「理解でき

なかった」度合いも集計することで，学生の理

解度／非理解度を把握している． 

 

 
図 5 アンケートの例 
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